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はじ めに 

 令和８年３月４日、５日に、公立高等学校入学者選抜学力検査を実施しました。 

 検査問題の出題にあたっては、学習指導要領に示された目標に則し、小学校から中学校（義務教

育学校後期課程）までに習得した知識・技能及びこれらを活用して課題解決するために必要な思考

力・判断力・表現力が検査できるように留意したところです。 

 この冊子では、公立高等学校への出願状況等や学力検査の得点などについて集計した結果に加

え、「今年の特徴的な問題」で、各教科の「問題のねらい」や「指導上のポイント」を紹介してい

ます。小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、それぞれの立場から、学習指導の改善充実を図

るための資料として活用してください。 

 

１  第一次入学者選抜の状況について （ 推薦入学者選抜等に係る 人数を 含む。 ）  

定 時 制

普 通 農 業 工 業 商 業 家 庭 総合・その他 計 計

８ 年 度 5,852 760 1,800 1,960 520 718 11,610 84 11,694

７ 年 度 5,883 760 1,800 1,960 520 718 11,641 84 11,725

８ 年 度 5,231 378 1,421 1,397 422 357 9,206 46 9,252

７ 年 度 5,347 384 1,579 1,576 424 383 9,693 60 9,753

８ 年 度 5,054 367 1,373 1,361 413 354 8,922 44 8,966

７ 年 度 5,149 375 1,546 1,536 419 371 9,396 57 9,453

８ 年 度 4,538 341 1,323 1,323 392 342 8,259 42 8,301

７ 年 度 4,750 371 1,473 1,445 412 370 8,821 54 8,875

８ 年 度 0.86 0.48 0.76 0.69 0.79 0.49 0.77 0.52 0.77

７ 年 度 0.88 0.49 0.86 0.78 0.81 0.52 0.81 0.68 0.81

全 日 制
全定合計

学 科

合 格
者 数

受 検
倍 率

募 集
定 員

出 願
者 数

受 検
者 数

課 程

・ 開陽高校の第３回・第４回入学者選抜に係る人数を含まない。 

・ 普通には、普通科、ミライデザイン科、理数科、文理科学科、文理科、情報科学科、体育科、

音楽科、美術科、スポーツ健康科、アスリートスポーツ科が含まれる。 

・ 受検倍率は、（受検者数）÷（募集定員）として算出している。  

 

（参考）推薦入学者選抜，連携型中高一貫教育校入学者選抜及び帰国生徒等特別入学者選抜の状況 

定時制

普 通 農 業 工 業 商 業 家 庭 総合・その他 計 計

718 43 297 270 84 39 1,451 10 1,461

713 43 297 267 83 39 1,442 10 1,452

588 41 256 257 77 39 1,258 8 1,266合 格 者 数

課 程 全 日 制
全定合計

学 科

出 願 者 数

受 検 者 数

 

（参考）第二次入学者選抜の状況 

定時制

普 通 農 業 工 業 商 業 家 庭 総合・その他 計 計

1,299 419 477 637 128 362 3,322 34 3,356

48 17 8 28 6 9 116 3 119

48 17 8 28 6 9 116 3 119

46 6 7 15 4 6 84 3 87合 格 者 数

課 程 全 日 制
全定合計

学 科

出 願 者 数

受 検 者 数

募 集 定 員
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２  総得点について （ 全日制， 定時制合計）  

   ※ この項以降のデータは，すべて学力検査受検者についてである。 

                  

 (1) 受検者の得点分布      （％） 

                                                           

 ・ 平均点は前年度に比べて 18.3 点 

  下がった。 

         

令和８年度 216.3 

令和７年度 234.6 

 

 

 

 

 

 

                                                                                       

 

  

 

 

(2) 受検者(400 点以上・360 点以上・100 点未満)，合格者(100 点未満)の年度別推移 

0 25 50 75 100 125 150 175 200 225 250 275 300 325 350 375 400 425

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

24 49 74 99 124 149 174 199 224 249 274 299 324 349 374 399 424 450

0.1 0.6 2.6 6.0 8.4 9.3 9.3 9.3 8.9 9.3 8.0 7.0 6.8 6.5 5.1 2.7 0.3 0.0 216.3

得 点 分 布

平均点

 受     検

 

 者     数

 ４ ０ ０ 点

 以 上 の

 人      数

 ４ ０ ０ 点

 以 上 の

 割 合 (%)

 ３ ６ ０ 点

 以 上 の

 人     数

 ３ ６ ０ 点

 以 上 の

 割 合 (%)

 １ ０ ０ 点

 未 満 の

 人      数

 １ ０ ０ 点

 未 満 の

 割 合 (%)

 合      格

 者      数

 １ ０ ０ 点

 未 満 の

 人      数

 １ ０ ０ 点

 未 満 の

 割 合 (%)

 １００点未満

 の受検者に

 対する割合

　　　　　(%)

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

8 7,719 23 0.30 449 5.82 712 9.22 7,030 556 7.91 78.09

7 8,213 47 0.57 537 6.54 284 3.46 7,616 215 2.82 75.70

6 8,957 24 0.27 593 6.62 308 3.44 8,279 223 2.69 72.40

5 8,735 98 1.12 871 9.97 331 3.79 8,216 271 3.30 81.87

4 8,873 86 0.97 754 8.50 302 3.40 8,165 241 2.95 79.80

3 8,798 122 1.39 977 11.10 413 4.69 8,144 342 4.20 82.81

年

度

受 検 者 合 格 者

100
A
B

 100
A
C

 100
A
D

 100
E
F

 100 
D
F

（点） 

※ 得点分布は％で示している。
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３  各教科の平均点等について （ 全日制， 定時制合計）  

 (1) 各教科の平均点                          

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 普通には、普通科、ミライデザイン科、理数科、文理科学科、文理科、情報科学科、体育科、音楽

科、美術科、スポーツ健康科、アスリートスポーツ科が含まれる。専門には、総合学科が含まれる。 

 

 

 (2) 受検者の平均点の年度別推移                    
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 (3) 各教科における受検者の得点分布及びそのグラフ 

 

 

 

 

 

※ 得点分布は％で示している。 
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４  目安点を めぐ る 状況について                            

 (1) 目安点未満の人数推移（過去５年間）                  

※ 目安点は，基礎的内容の設問の合計点であり，国語・社会・数学・理科においては，小学校教材及びそ

の関連教材の内容を含んでいる。 

 

 (2) 目安点未満の地区別状況（出身中学校所在地区別）        

鹿 児 島 2,969 人 3.0 ％ 5.2 ％ 13.0 ％ 8.1 ％ 5.7 ％ 4.9 ％ 1.3 ％ 1.9 ％

南 薩 561 人 4.8 ％ 9.6 ％ 26.6 ％ 11.9 ％ 11.4 ％ 8.9 ％ 3.5 ％ 2.6 ％

北 薩 991 人 4.0 ％ 9.5 ％ 26.0 ％ 11.9 ％ 9.0 ％ 7.6 ％ 3.2 ％ 2.9 ％

姶 良 ・ 伊 佐 1,316 人 3.8 ％ 8.1 ％ 20.1 ％ 11.4 ％ 7.7 ％ 6.0 ％ 1.9 ％ 2.0 ％

大 隅 852 人 5.9 ％ 12.1 ％ 26.6 ％ 16.8 ％ 10.7 ％ 10.4 ％ 2.8 ％ 3.0 ％

熊 毛 228 人 2.6 ％ 10.1 ％ 28.5 ％ 10.5 ％ 8.3 ％ 6.6 ％ 2.2 ％ 0.9 ％

大 島 584 人 4.8 ％ 7.7 ％ 29.1 ％ 13.7 ％ 9.8 ％ 7.7 ％ 4.1 ％ 4.8 ％

県 全 体 7,719 人 3.8 ％ 7.6 ％ 19.8 ％ 10.7 ％ 7.7 ％ 6.5 ％ 2.2 ％ 2.4 ％

Ｒ７18点 Ｒ６

国語 社会 数学 理科 英語 総得点（目安点：90点）

Ｒ８
地 区

　　　目安点

受検者 18点 18点 18点 18点

 

※ 鹿大教育学部附属中学校，私立中学校等からの受検者数 218 人については，地区別人数に含まない。 

　　　　　　　　　　　年度
　教科等 令和８年度 令和７年度 令和６年度 令和５年度 令和４年度

国 語 293( 3.8%) 107( 1.3%) 115( 1.3%) 214( 2.4%) 86( 1.0%)

社 会 583( 7.6%) 196( 2.4%) 328( 3.7%) 385( 4.4%) 388( 4.4%)

数 学 1,531(19.8%) 1,054(12.8%) 504( 5.6%) 560( 6.4%) 1,147(12.9%)

理 科 829(10.7%) 250( 3.0%) 490( 5.5%) 294( 3.4%) 131( 1.5%)

英 語 592( 7.7%) 724( 8.8%) 714( 8.0%) 411( 4.7%) 879( 9.9%)

  ５教科総点が目安点
  未満の人数   500( 6.5%)   179( 2.2%)   211( 2.4%)   212( 2.4%)   207( 2.3%)

 目安点未満の教科を１
 教科以上持つ実人数 1,897(24.6%) 1,425(17.4%) 1,164(13.0%) 1,026(11.7%) 1,645(18.5%)

受 検 者 総 数 7,719 8,213 8,957 8,735 8,873

単位 人 
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 (3) 過去５年間の基本的な「読み・書き・算」をめぐる状況 

【国 語】 

【数 学】 

年 度

計 算 式 13-２×４ 7/8÷3/4-1/3 ７+18÷３ 3/5-1/6×4/5 41－７×５ 3/4÷9/8＋1/2

誤 答 者 数

（人）

割 合

（％）

年 度

計 算 式 63÷９－２ （1/2－1/5)×1/3 ４×８－５ １/２＋７/９÷７/３

誤 答 者 数

（人）

割 合

（％）

633

218

令和５年度 令和４年度

903

令和８年度

8.2

156

1.9

139

3.22.5

690

7.9

1.8 11.0

444

5.0

令和６年度令和７年度

743

8.3

284

197

2.2

 

年 度

読 み 抑揚 預(ける) 車窓 遮(る) 負荷 嗅覚 廃(れる) 陶酔 怠(る) 頒布 固唾 嫉妬 浸(る)

誤答者数

（人）

割 合

（％）

年 度

書 き 取 り 漁船 敬(う) 研究 幼(い) 唱（える） 温厚 忠誠 浴(びる) 警告 風潮 粉薬 裁(く) 鉱脈

誤答者数

（人）

割 合

（％）

1,216

13.7

2,378

27.2

48.1

5,132 3,256

36.7

4,031

46.1

772

8.7

3,485

42.4

1,792

21.8

4,525

51.0

4,521

21.0

945

11.5

995

12.1

5,176

59.2

80

0.9

2,544

28.4 57.3

令和４年度

4,550

50.8

令和６年度 令和５年度

1,012

11.451.7

1,836

1,793

20.5

令和４年度令和７年度

令和６年度令和７年度

1,487

16.6

4,308

令和５年度

582

6.5

2,424 2,725

31.4 35.3

令和８年度

2,516 162

32.6 2.1

令和８年度
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５  今年の特徴的な問題 

 

 ( 1 )  国語における 特徴的な問題 
 

２５ 次は、この文章を読んだあとの、先生と山田さんたちの会話です。      に入る内容

を、八十字以内で補い、会話を完成させなさい。 

   （中略） 

原口さん 「（前略）物語を読むことには、旅と同じような効果があると述べていたね。」 

山田さん 「つまり筆者は、      と考えているんだね。」 

先生   「比喩が用いられていることで、筆者の考えがよりわかりやすく理解できましたね。」 

 

［ 問題のねら い］  

○ 説明的な文章において、表現の効果に着目し、文章の内容を正確に理解する力をみました。 

［ 指導上のポイ ント ］  

○ 説明的な文章においては、論理の展開や内容を捉えるために、表現の効果にも着目することが必要です。表現

の技法を理解することとの関連を図りながら、根拠を明確にして考えることが重要となります。 

比喩などの表現の仕方が、文章の内容や書き手の考えを正確に伝える上でどのような効果を上げているかを根

拠に基づいて判断し、その意味などについて考え、評価することが求められています。 

 

 

５２ ―― 線部②の小川さんの発言を受けて用意した資料として最も適当なものを次から選び、記

号で答えなさい。 

 

［ 問題のねら い］  

○ 伝えたい内容を適切に伝えるためには、どのような資料を用いることが有効か判断する力をみました。 

［ 指導上のポイ ント ］  

○ 「話すこと・聞くこと」の学習においては、異なる立場や考えの聞き手に自分の考えを伝えるために、根拠と

なる情報を幅広く収集することが重要です。指導に当たっては、情報の扱い方に関する事項との関連を図りなが

ら、発展的に学習することが望まれます。学校図書館を有効に活用するとともに、本や新聞、インターネットな

どの様々な媒体を、それぞれの特性に踏まえて活用し、集めた材料を整理し、伝え合う内容を検討することが求

められています。 
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( 2 )  社会における 特徴的な 問題 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

［ 問題のねら い］  

 ○ 地理分野においては、学習において、地方ごとに、農業、工業などその特徴につ

いて学びます。その学びを比較することで学習内容をより深めることができます。

この問題では、工業と農業、標高という複数の情報を総合して県を判別し、さらに

地図上での位置を正しく理解しているかをみました。 

［ 指導上のポイ ン ト ］  

 ○ 地理の学習では、地方や分野ごとに学んだ内容を、分野を超えた総合的な視点で

理解することを通して概念的な理解ができるような指導が必要です。地形的特徴や

工業、農業に関する学習は、それぞれの日本の地方ごとに学んでいます。地誌的な

学習の枠組みは、あくまで学習しやすいように便宜的に分けられているもので、そ

れぞれの学びを、比較することで、多角的・多面的に捉え、総体的な概念として把

握できるようにする必要があります。授業では、単元の学習の際に、既習事項を紹

介したり、比較したりすることで、より理解が深められるよう工夫が必要です。 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［ 問題のねら い］   

 ○ 歴史分野における現代史は，生徒にとって最も身近な歴史的事象が含まれており，

現代社会の諸問題の要因等を考えていく上でも非常に重要です。また，現代の日本

と世界を大観して，時代の特色を多面的・多角的に考察し，表現することも非常に

重要です。この問題では，1970 年代以降の日本や世界の動向について，正しく理解

しているかをみました。 

［ 指導上のポイ ン ト ］  

 ○ 歴史分野では、「どのような時代だったのか」、「どのような影響を与えたのか」、

「前の時代とどのように変わったのか」等の視点に着目して考えたり、表現したり

することを意識させた学習の指導が大切です。また、現代社会における諸問題を考

える上で、歴史的事象がどのような影響を与えたのかを学習し、現在と未来の日本

や世界の在り方について、課題意識をもって多面的・多角的に考察し、表現できる

よう指導していく必要があります。授業では、現代の社会の様子と関連付けながら、

学習を進められるような工夫が必要です。 
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( 3 )  数学における 特徴的な問題 

  ３ ３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

［ 問題のねら い］  

○ 急速に発展しつつある情報化社会においては、確定的な答えを導くことが困難な事柄についても、

目的に応じてデータを収集して処理し、その傾向を読み取って判断することが求められます。日常

生活においては、不確定な事象についてデータに基づいて判断する場面が多いので、目的に応じて

データを収集して処理し、その傾向を読み取って判断する技能をみる問題を出題しました。 

［ 指導上のポイ ン ト ］  

○ 日常生活の具体的な場面と関連付けてデータを扱う活動を通して、根拠に基づく意思決定の重要

性を理解し、主体的に判断し行動する態度を高めることが大切です。 

 

 ４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［ 問題のねら い］  

○ 一次関数や関数 y = ax  のグラフの特徴などの関数の性質の理解をみる問題を出題しました。ま

た、三角形の性質の理解をみました。 

○ 関数関係に着目し、その特徴を式やグラフと相互に関連付けながら考察することができるかの思

考力・判断力をみました。 

［ 指導上のポイ ン ト ］  

○ 数学的な性質の発見という場面で生徒が思考するための道具としてコンピュータの活用が有効で

す。グラフ作成アプリを活用して点 A の 𝑥 座標や 𝑦 座標の値を入力することで，関数や図形の理

解、探究的な学びの課題解決につながります。 

○ 数学の事象から問題を見いだし、解決したり、解決の過程や結果を振り返って統合的・発展的に

考察したり、説明し伝え合ったりする活動が必要です。 
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 ( 4 )  理科における 特徴的な問題 

２ 

[ 問題のねら い］  

 ○ 行った実験の結果から、実験用器具の性質の違いについて考察する力をみました。また、エア

コンの除湿機能により取り除かれる水蒸気の量について思考する力をみました。 

[ 指導上のポイ ン ト ］  

  ○ 授業の実験において、得られた結果やデータを様々な角度から分析したり、新たな疑問や気づ

いたことに対して自ら思考を働かせたりすることができるような指導が必要です。また、事象を

把握したうえで、データを基に、順序立てて思考する力を付けることが大切です。 

 

３
 

 

 

 

 

 

 

 [ 問題のねら い］  

  ○ 実験結果から、３種類の金属のうち最もイオンになりにくいものを思考・判断し、文章を正し

く組み立てて表現する力をみました。 

 [ 指導上のポイ ン ト ］  

  ○ 実験の過程において、実験結果をもとに考察する場面を設定し、自身の考えの根拠をしっかり

持って表現できるよう適宜発問や助言を工夫することが大切です。 
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 ( ５ )  英語における 特徴的な問題 

１６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 [ 問題のねら い］  

 ○ 会話を聞いて、その内容を理解し、適切に表現する力をみました。 

[ 指導上のポイ ン ト ］  

  ○ 自分が必要とする情報を聞き取り、情報を整理して適切に応じる力が必要とされます。授業に

おいては、自分にとって必要な情報を考えさせた上で、その部分を集中して聞き取る活動を行わ

せたり、理解したことを基に意見交換を行わせたりすることが必要です。  

 

 

２５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[ 問題のねら い］  

  ○ 自分の考えや意見を指定された語数の英文で適切に書く力をみました。 

  [ 指導上のポイ ン ト ］  

  ○ 比較級などを使って、相手の意向を踏まえ、自分の考えや意見を適切に書く力が必要とされま

す。授業においては、生徒が関心をもっている話題等と関連付けて、意欲的に書く機会を増やす

工夫を行い、語数が指定されても過不足なく書けるよう指導することが必要です。 

○ まとまりのある英文を書かせる際には，because などの論の展開を示すつなぎ言葉を効果的に

使用させ，理由や根拠とともに自分の意見などを適切に表現させることが大切です。 
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６　国語について

学年
％

1

1 (1) 漢字の書き取り（言葉の特徴や使い方に関する事項） 小４小２

(2) 漢字の書き取り（言葉の特徴や使い方に関する事項） 小６

(3) 漢字の読み（言葉の特徴や使い方に関する事項） 中

(4) 漢字の読み（言葉の特徴や使い方に関する事項） 小６

2 (1) 漢字の選択（言葉の特徴や使い方に関する事項） 小２小５

(2) 漢字の選択（言葉の特徴や使い方に関する事項） 小２

3 書写（我が国の言語文化に関する事項） 中

・

・

2

1 品詞の識別（言葉の特徴や使い方に関する事項） 中１

2 品詞の用法（言葉の特徴や使い方に関する事項） 中１

3 内容の理解（読むこと） 中２ 2 3 .3

4 内容の理解（読むこと） 中２

5 内容の理解（読むこと・書くこと） 中３ 3 4 .8

6 内容の理解（読むこと） 中２

・

・

、
3 古典の文章

1 歴史的仮名遣い（我が国の言語文化に関する事項） 中１

2 内容の理解（読むこと） 中２

Ⅰ 内容の理解（読むこと） 中２
Ⅱ 主題の理解（読むこと） 中３

・

・

4 # 4 4 .7

1 語彙（言葉の特徴や使い方に関する事項） 中１

Ⅰ 内容の理解（読むこと） 中２

Ⅱ 内容の理解（読むこと） 中２

3 心情の理解（読むこと） 中１

4 心情の理解（読むこと・書くこと） 中１

・

・

5

1 聞き手の役割（話すこと・聞くこと） 中２

2 内容の検討（話すこと・聞くこと） 中２

3 構成の検討（話すこと・聞くこと） 中２

4 作文（書くこと） 小～中

・

・

70.5

23.3

64.4

23.0

66.3

☆

大問全体の正答率は74.5％で、昨年の正答率は74.4％であり、前年並みである。⑷「預」の読みの正答率は10割に迫り、
できていた。⑴「漁船」を「魚船」､⑵の「敬」を「尊」とする誤答が多かった。加えて、書き取りの問題については､楷書で、形や
画数を意識して書かれていないものが散見され、減点につながっている。小問２の適切な漢字を選ぶ問題については、⑴、
⑵ともに６割を超えており、概ねできていた。漢字の書きについては、文や文章の中で使うために、実際に書く活動を通して、
漢字を正しく習得して書き表すことはもちろん、正しく用いる態度と習慣を養うための指導の工夫が必要である。

小問３の正答率は73.0％であり、昨年の63.0％と比較すると高くなった。行書の特徴として、点や画が省略されたり、連続し
たりする場合があることなどを理解させる指導が引き続き求められる。

説明的な文章

68.5

73.0

30.5

92.4

43.7

44.6

42.0

38.9

65.3

53.1

（注）　学年：当該設問に含まれる事項が初出する学年の意。

（注）　 ☆　：目安点対象の要素を含むの意。

☆

54.3

3

小問１は我が国の言語文化に関する事項を問う問題であった。正答率は92.4％と高く、基礎的な力は身に付いていると考
えられる。古典の世界に親しむためには、音読に必要な文語のきまりを知り、繰り返し音読して、その独特のリズムに気付か
せることが重要である。

小問２、小問３では、空欄前後の文脈や生徒と先生の会話文を無視した解答が見られた。現代語訳や語注を手掛かりに作
品を読むことを通して、古典に表れたものの見方や考え方を知るためのの指導上の工夫が必要である。

文学的な文章

57.7

32.3

小問１の聞き手が果たしている役割を選ぶ問題については、76.7％と高い正答率であった。今回から出題した、小問２の集
めた材料を整理し、伝え合う内容を検討する問題の正答率は57.7％、小問３の話の構成を工夫する問題の正答率は32.3％
であった。「話すこと・聞くこと」の学習の場面において、異なる立場や考えを想定して、伝え合う内容を検討し、自分の立場や
考えが明確になるよう、話の全体を俯瞰して論理の構成を工夫することが重要である。

作文については、「Ｂ ＳＮＳでの広報」を選択した解答が多く、良い点として「幅広い年齢層に情報を伝達できる」「人目に
触れることが多い」という内容の記述が多かったが、第二段落において具体性に欠ける内容が多かった。資料にある「かごし
まブランド」の特徴等を利活用した解答は少なかった。また、誤字脱字や、文の照応が不適切な解答もみられた。学習の場面
において、説得力を増すために、考えや意見の根拠となることを具体的に記述する指導を取り入れる必要がある。

51.0 ☆

話し合うこと・作文 51.5

10.6

72.9

76.7

小問１の語句の意味について選択肢から選ぶ問題は、昨年度の正答率69.3％と比べ、大幅に下がった。語句の辞書的な
意味を踏まえ、文脈における意味を具体的かつ個別的に捉え、その語句が文脈の中で果たしている役割を考えることが重要
である。語句の意味や使い方に関する認識を深め、語感を磨き、語彙の質を高めるための指導を取り入れる必要がある。

小問３・小問４は、千春の心情について問う問題。小問３は正答率65.3％と概ねできていた。小問４は正答率30.5％と低く、
本文をそのまま抜き出している解答がみられた。登場人物の心情は、人物相互の関係に基づいた行動や会話、情景などを
通して暗示的に表現されている場合もある。細部の描写にも着目しながら物事の様子や場面、行動や心情の変化を丁寧に
捉えることが必要である。また、描写の仕方や比喩をはじめとした表現の技法などに着目し、登場人物の心情や行動、情景
等の描写とを結び付けることによって、新たな意味付けを行うことが重要である。
　

小問１の品詞の識別の正答率は33.4％と低く、小問2の品詞の用法の正答率は70.5％と概ねできていた。単語の類別につ
いて理解するとともに、話や文章を構成する上で大切な役割を果たしている指示する語句と接続する語句の理解を深めるこ
とが必要である。

小問３については、問題にある条件や【ノート】の文脈を読み取れていない解答や本文をそのまま抜き出している解答が多
く、正答率は23.3％と低かった。小問５については、本文全体を踏まえて記述する必要があったが、本文の最後の部分を抜き
出した解答や、効果に関することだけを記述している解答など、不十分な解答が散見され、正答率は23.0％と低かった。説明
的な文章においては、目的に応じて複数の情報を整理しながら適切な情報を得て、内容を解釈することが重要である。

2
☆

☆

33.4

42.8

67.4

97.9

81.5

10080 90

☆

70

☆

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 74.5

68.6

64.7

40 50 60

(1) 大問・小問別正答率と教科指導上の参考（国語）

問 題 内 容 県 正 答 率
0 10 20 30
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(2) 国語の問題（著作権法に基づき，掲載は１，３，５とします。） 
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(2) 国語の問題 
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(3) 国語の解答例 
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７　社会について

学年
％

1

1 大陸と海洋の分布 中１ ☆
2 地図上の位置（経線、緯線） 中１
3 世界各地の気候（雨温図） 中１
4 世界の国のさまざまな特徴 中１
5 中国における経済の改革と発展 中１
6 オーストラリアの政策の変化 中１
1 日本の地形 中２
2 各県の農業と工業等 中２
3 都道府県の人口に関する特徴 中２
4 工場の立地の特徴 中２
5 新旧の地形図の比較と読み取り 中２
6 都市の防災 中２

・
・
・

・

・

・

2

① 東大寺を建立した天皇 中１
② 江戸時代初期の武家統制のための制度 中１

2 奈良時代の税 中１
3 鎌倉時代の政治体制 中１
4 江戸時代の農業の発展 中１
5 江戸時代後期の日本と世界のできごと 中１

① 明治時代の政策 中２
② 満州国の建国 中２

2 大日本帝国憲法 中２
3 不平等条約の改正 中２
4 世界恐慌のソ連への影響 中２
5 日本の国際連合加盟 中３
6 現代のできごと 中３

・

・

・

・

3

1 日本国憲法の基本原理 中３
2 法の下の平等 中３
3 内閣の役割 中３
4 人の支配と法の支配 中３
5 選挙制度の特徴 中３
6 地方交付税交付金の役割 中３
1 三つの経済主体 中３
2 株式会社と株主の関係 中３
3 需要と供給 中３
4 公共事業 中３
5 鹿児島県の施策とCSR 中３

・
・

・

・

・
・

、

☆

1

1

74.0

☆

　大問１～３を通して、今年度は正答率20％未満の小問が見られないことから、検査に対して前向きに取り組もうとする姿勢の表れと考えている。
　中問Ⅰ小問１では、基礎基本の知識や技能を問い、正答率が全問中最も高く９０％を超え、基礎的用語の定着がみられる。
　中問Ⅰ小問４では、三群から該当するものをそれぞれ選ぶ問題で、完全解答としたことが影響し、正答率が低くなったと思われる。特に、Ⅰ群の人口
ピラミッドでの誤答が影響し、不正解となったようである。さまざまな用語（概念）を、多角的・多面的に捉えることができるよう、単元のまとめ等で、既習
事項を関連付け、総合的に理解できるよう授業の工夫を行いたい。また、中問Ⅰ小問６は、白豪主義の意味を理解せずに解答を作成している様子が
見られた。学習の基礎基本として、用語について正しい理解を促したい。
　中問Ⅱ小問１は、基本的な用語を問うたが、正答率が約６割にとどまった。「飛騨」（山脈）、「越後」（山脈）の誤答が見られた。小問５は、正答率
84.1％と中問中で最も高い正答率であり、地形図の読み取りに関する技能について十分学習成果が認められる。
  中問Ⅱ小問２、中問Ⅱ小問３は、表中の項目からそれぞれの特徴を関連付ける必要があったことが正答率をやや下げた原因と考えられる。また、中
問Ⅱ小問４は、資料３の主な製粉工場の立地の特徴とその理由を、資料４を大観して日本は小麦の自給率が継続的に低いことに関連付けて解答を表
現するという社会的なものの見方・考え方を問う典型的な問題であり、正答率は約６割であった。
　中問Ⅱ小問６について、資料Ｂのハザードマップからこの地域が浸水地帯であることを読み取り、資料Ａの施設の機能を考える問題で、基本的な防
災設備の機能を理解していれば解答できるが、一部で誤答から「避難施設」と捉えている様子がみられた。授業においては、日頃から資料を用いてそ
こに何が表れているかを思考するようにし、そこから何を考えるかを思考し表現する指導を行いたい。また、あわせて、グラフや資料を読み解く際の視
点やポイントが身に付くような工夫を行いたい。

Ⅱ

Ⅱ

37.8

☆

(1) 　大問・小問別正答率と教科指導上の参考（社会）
問 題 内 容 県 正 答 率

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

地理的分野を主とする問題

☆
☆

65.0

公民的分野を主とする問題

Ⅰ

歴史的分野を主とする問題

Ⅰ

37.9

　中問Ⅰ・Ⅱの小問１では、基礎的用語の定着をみる問題で、正答率が高いことを期待したが、思いのほか伸び悩んだ。特に、中問Ⅱ小問１②は、正
答率が32.9％と非常に低かった。誤答として「桓武」（天皇）、「公事方御定書」等が散見され、満州国に関しては「中華民国」や「中国」などの誤答が見
られた。基礎的用語の理解や定着を再度はかりたい。
　中問Ⅰ小問４は、江戸時代の農業の発展に関する論述問題であり、正答率は37.9％であった。解答に際しては、使用する用語を指定する等、付帯
条件があり、受検者はそれを用いた文章表現に苦戦したようである。授業では、文章表現の際に、必須の用語となる語句を与えながら、解答を作成す
る等、用語の意味の理解もあわせて見ることができるよう工夫したい。また、教科科目を超えたあらゆる場面で、文章による表現力を育成する指導を行
いたい。
　中問Ⅰ小問５は、正答率が約４割であった。ある人物がメモから松平定信であることに気付き、その上で同時代のものを世界史分野と日本史分野か
ら選択する問題で、特に世界史分野の選択についての誤答が見られた。高等学校でも日本史と世界史を融合した科目「歴史総合」が必履修科目に
なっていることから、中学時からバランス良く学習しておきたい。
　中問Ⅱ小問５及び小問６は、正答率が約３割、４割弱であった。今年度も現代史の内容の定着度の低さが目立った。現代史は、例年正答率が低い
傾向にある。シラバスに基づいて現代史の時数を十分確保しつつ、生徒自身の今につなげながら現代史の学習ができるようにしたい。

☆

30.1

51.8

49.9

Ⅰ ☆

　中問Ⅰ小問１及び中問Ⅱ小問１は、正答率が80％を超えており、基礎的基本的事項の定着が見られる。
　中問Ⅰ小問５は、今年２月に衆議院議員総選挙が行われ、選挙について話題になったことと直接関連する問題となった。選択を組み合わせる問題
で正答率は約６割であった。授業では、日常生活で社会に関心を持てるよう、時事問題を取り入れた授業になるよう工夫したい。
　中問Ⅰ小問６は、地方交付税交付金の役割を問う問題で、正答率は36.8％にとどまった。資料２の県民の所得と資料３の歳入の項目別割合を結び
つけることができていない解答が散見された。授業では、資料の見方やポイントを扱いながら、問いをもとに複数の資料から必要な情報を読み取る力
を養えるよう工夫したい。
　中問Ⅱ小問３は、需給曲線から供給側の視点に立って考えることが必要な問題であった。正答率は７割を超えており、論理的な思考により需給のメ
カニズムを読み解く力が養成されていることがうかがえる。
　中問Ⅱ小問４は、正答率が28.1％と低く、「インフラ」「公衆衛生」という誤答が見られた。
　中問Ⅱ小問５は、ＣＳＲに関する問題で、正答率は25.9％であった。ＣＳＲの用語を十分理解していなかったり、環境保全そのものがＣＳＲであると捉
えられるような、焦点がずれてしまっている解答が散見された。基本的な用語の定着を図るとともに、実社会においての具体例を示し、より学習内容を
深め理解できるようにしたい。

36.8
58.2
58.1
51.5
63.7
83.4

（注）　学年：当該設問に含まれる事項が初出する学年の意。
（注）　 ☆  ：目安点対象の要素を含むの意。

Ⅱ ☆
49.1
83.4

25.9
28.1
73.5

60.6
32.9
71.9
45.0

52.0
53.2
62.6
49.5

52.6

62.8
34.6
38.7
42.2
57.0

54.9

43.6
43.0
60.3
84.1

94.9
59.4
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(2) 社会の問題 
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(2) 社会の問題 
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(2) 社会の問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-19-



(2) 社会の問題 
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(2) 社会の問題 
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(2) 社会の問題 
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(3) 社会の解答例 
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８ 　 数学について

学 年
％　

1

(1) 整数の四則計算 小

(2) 分数の計算 小

(3) 平方根の計算 中３

(4) 最大公約数 小

(5) 文字式の利用 中１

2 等式の変形 中２

3 式の値 中２

4 円周角と中心角 中３

5 割合 小

・
・
・
・
・
・
・
・

2

1 確率 中２

2 反比例の式、１次関数 中２

3 作図（垂直二等分線、正三角形） 中１

4 三角形の相似の証明 中３

5 連立方程式 中２

・
・
・

・
・

3

1 度数分布多角形、累積相対度数 中１

2 箱ひげ図 中２

(1) 中央値 小

(2) 四分位数 中２

(3) 四分位数、箱ひげ図 中２

・
・
・
・

4

1 関数 y=ax^2 のグラフ 中３

(1) 関数y=ax^2　のグラフ、線分の長さ 中３

(2) 関数y=ax^2　のグラフ、線分比 中３

(1) １次関数 中２

(2) １次関数 中２

・
・
・
・

5

(1) 三平方の定理 中３

(2) 角柱の体積 小

(3) 角度 中３

(1) 相似比 中３

(2) 線分の長さ 中３

・

・
・

　
（注）　学年：当該設問に含まれる事項が初出する学年の意。
（注）　 ☆  ：目安点対象の要素を含むの意。

☆

☆

☆

平面図形・空間図形とその応用

63.2
37.9

　小問１では、a のみ正解しているものが多かった。累積相対度数等、数学の用語の意味を理解することが大切である。
　小問２は正答率が比較的高かった。箱ひげ図からは平均値が読み取れないことを理解することが大切である。
　小問３⑴は正答率が比較的高かった。中央値等、数学の用語の意味を理解することが大切である。
　小問３⑵では、誤答として10分、60分が多かった。⑶では、誤答としてDが多い。箱ひげ図や四分位数について理解し、粘り強く考
える姿勢が大切である。

3

13.9

データの活用 40.1

☆

38.6

9.9
1.0

　小問１(1)では、誤答として 10 があった。(2)では、三角すいと考えた誤答 72√3 が多かった。(3)では、誤答として 60 、無解答が多
かった。
　小問２は無解答が多かったが、⑵にチャレンジして完答しているものや、論拠の記述が不十分なものもあった。
　日常生活の中にある数学的な課題を発見し、それについて粘り強く考察する活動を授業中や探究活動の中で充実させていくこと
が大切である。

14.7

22.5
17.3

1

2

40.1
49.3
3.7
12.1
1.7

　小問１では、誤答として y 座標の符号を逆にしているもの、 x 座標を 4 としているものが多かった。
　小問２(1)は正答率が比較的高かった。誤答として点 Aの y 座標である 9 があった。(2)は正答率が低かった。
　小問３(1)は正答率が比較的低かった。計算が正しくできていない誤答があった。(2)は正答率が低かった。
　普段の授業において対話的な学びの充実やＩＣＴの活用は重要であり、タブレット等を活用して関数のグラフを描画する活動は、
数学的な思考力・判断力の涵養に効果的である。

関数とその応用 18.8

2

3

1

60

39.9
61.6

数学的な見方や考え方 42.0
54.9
52.6
37.2
47.4

　小問１では、誤答として 2/9 、2/5 があった。起こり得る場合を落ちや重なりがないように数え上げることが大切である。
　小問２では、一次関数の式を求めている誤答があり、反比例の式を理解していないものもあった。
　小問３では、線分ABの垂直二等分線まではよくできていた。作図の授業においても数学的な思考力・判断力・表現力の涵養を図
るような活動が必要である。
　小問４では、相似条件は理解しているものの論理的に表現できていない証明があった。
　小問５では、 x+y=13 の立式のみできていた解答が多かった。

23.9

☆

100

基本的な計算・知識 66.9

66.7
45.4
59.1
53.0
70.2
72.7
45.2

　小問１(1) 、(2)は、よくできていた。(2)の誤答として 13/3 、3/2 、19/6 があった。
　(3)では、誤答として -1 、 -9√2 があった。
　(4)では、誤答として 7 が多かった。最小公倍数と最大公約数の意味を理解させたい。
　(5)では、誤答として一つのみの正解が多かった。図形の性質についての知識を着実につけさせたい。
　小問２は正答率が比較的低かった。誤答としては符号の間違いや９で割っていないものが多かった。
　小問３は正答率が比較的高かった。誤答として 69 、 80 、 88 があった。
　小問４は正答率が比較的高かった。誤答として 31 、 30 、 22 があった。
　小問５は正答率が比較的低かった。誤答として 41 が多く、四捨五入を間違っていた。授業では鹿児島県を題材とした問題等に取
り組ませることで、数学の世界と日常生活の事象との結び付きを実感し、数学を実生活や日々の学習に生かそうとする態度を育成す
ることが大切である。

(1) 大問・小問別正答率と教科指導上の参考（数学）

問 題 内 容 県 正 答 率
0 10 20 30

98.2 ☆
91.8

40 50 70 80 90
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(2) 数学の問題 
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(2) 数学の問題 
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(2) 数学の問題 
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(2) 数学の問題 
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(2) 数学の問題 
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(3) 数学の解答例 
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９　理科について

学年

％

1

1 光の全反射 中１

2 化学反応のモデル 中２

3 受精卵と胚 中３

4 化学変化と物質の質量 中２

(1) 生態系 中３

(2) 雲のでき方 中２

(3) 月の見え方 中３

(4) 水中ではたらく力 中３

・
・
・
・
・

2

Ⅰ 1 露点 中２

2 湿度 中２

3 金属とガラスの性質のちがい 中２

4 水蒸気量の計算 中２

Ⅱ (1) 実験の操作 中１
(2) 鉱物 中１
(1) 偏西風 中２
(2) 地層についての考察 中１

・
・
・
・
・
・

3

Ⅰ 1 蒸留 中１

2 混合物の温度変化 中１

(1) 質量パーセント濃度 中１

(2) エタノールの濃度算出 中１

Ⅱ 1 金属の性質 中１

2 イオンを含む化学反応式 中３

3 金属のイオンへのなりやすさ 中３

4 電池のしくみ 中３

・
・
・
・
・
・

4

Ⅰ 1 葉緑体 中２

2 気孔 中２

(1) 実験の方法 中２

(2) 光合成の実験の考察 中２

Ⅱ 1 シダ植物 中１

(1) 単子葉類と双子葉類 中１

(2) 植物の分類 中１

3 分解者 中３

・
・
・
・
・

5

Ⅰ 1 回路に流れる電流 中２

2 抵抗器が消費する電力 中２

3 電流がつくる磁界の作図 中２

4 電流がつくる磁界 中２

Ⅱ 1 小球にはたらく力の作図 中３

2 エネルギーの変換 中３

3 小球がもつ位置エネルギー 中３

・
・
・
・
・

30.6

64.8
24.9
57.1

☆

80.9

☆

24.3
48.2

32.0

31.6
89.1

　中問Ⅰ小問１は、正答率が26.3％と低く、回路に流れる電流について正しく理解できていないことがうかがわれた。
　中問Ⅰ小問３は、正答率が34.3％と低い。実験について、目的をおさえたうえで、結果について考察する時間を充分とりたい。
  中問Ⅱ小問１は、正答率が31.6％であった。作用点を正しくかけていない回答や垂直抗力をかいていない回答が見られた。
　中問Ⅱ小問２は、正答率が89.1％と高かった。エネルギーの変換に関する基本的な知識の定着は図られていると考えられる。
　中問Ⅱ小問３は、正答率が77.8％と高かった。小球がもつ位置エネルギーについて、実験の結果から正しく考察できている。

72.6
65.0

（注）　学年：当該設問に含まれる事項が初出する学年の意。

☆

（注）　 ☆  ：目安点対象の要素を含むの意。

3

28.9

粒子領域の問題 38.3

☆

34.3

87.1
78.2

26.3

36.1

77.8

51.8

　中問Ⅰ小問１、２は、正答率が80％前後と高い。植物の細胞に関する基本的な内容の定着は図られていると考えられる。
　中問Ⅰ小問３(1)は、正答率が32.0％と低い。授業の中で、実験について、対照実験の意味や内容をよく理解しておきたい。
　中問Ⅰ小問３(2)は、正答率が80.9%と高かった。実験結果からよく考察できている。
　中問Ⅱ小問２は、正答率が(1)は65.0%，(2)は51.8%であった。(2)は「Ｂ」の誤答が多く見られた。
　中問Ⅱ小問３は、正答率が62.7%であった。植物の分類の基準について正しく理解し、思考する力を身に付けたい。

エネルギー領域の問題 48.0

64.2
☆

　中問Ⅰ小問１は、正答率が64.8％と低い。基本的な知識の定着が十分に図られていないと考えられる。
　中問Ⅰ小問２は、正答率が24.9％と低く、混合物を加熱した際の温度変化について理解ができていないことがうかがえる。
　中問Ⅰ小問３(2)は、正答率が24.3％であった。データから資料を読み取る力を養いたい。
　中問Ⅱ小問１は、正答率が48.2％と低く、金属の性質について基本的な内容の定着が図られていない。
　中問Ⅱ小問２は、正答率が27.9%と低かった。係数やイオン式を正しく理解していないことがうかがえる。
　中問Ⅱ小問３は、正答率が28.9％と低かった。「電子」や結論の記載がない回答が見られた。実験結果をもとに考察し、考えを正しく表現する力を身に
付けたい。

生命領域の問題

77.7

51.2

49.0

34.4
55.8

2

5

100

62.0

10 20 30 40

66.5

9060

57.9
49.9

70 80

16.2

13.7

0 50

40.1

58.7
　小問１では、正答率が51.2％であった。身近な事象とも関連させながら、正しい知識を身に付けさせたい。
　小問２では、正答率が62.0％であった。化学変化を粒子のモデルと関連付けながら理解させたい。
　小問３では、「幼体」の誤答が見られた。用語を正しく捉えるようにさせたい。
　小問４では、正答率が49.9％と低かった。化学変化における質量の関係を正しく捉えられるようにしたい。
　小問５(2)は、正答率が32.2％と低かった。事象を理解したうえで、表現する力を身に付けたい。

地球領域の問題

69.3
32.2

(1) 大問・小問別正答率と教科指導上の参考（理科）

問 題 内 容 県 正 答 率

☆

☆

☆

領域を融合させた問題 54.3

1

3

2

27.9

42.0

43.2

68.2

　中問Ⅰ小問１は、正答率が77.7％と高く、基本的な知識の定着が比較的できている。
　中問Ⅰ小問２は、正答率が34.4％と低く、湿度について正しく理解していないことがうかがえる。
　中問Ⅰ小問４は、正答率が16.2%と低く、データをもとに順序立てて思考し、計算する力が不足していることがうかがえる。
　中問Ⅱ小問１(1)は、正答率が49.0％と低い。日頃の授業より、観察・実験操作の意図をおさえながら実験したい。
　中問Ⅱ小問１(2)は、正答率が30.6％と低く、「イ　黒雲母」の誤答が多く見られた。
　中問Ⅱ小問２(2)は、正答率が13.7％と低い。与えられた情報を整理しながら思考し判断する力を養いたい。
　

62.7

☆
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2) 理科の問題 
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(2) 理科の問題 
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(2) 理科の問題 
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(2) 理科の問題 
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(2) 理科の問題 
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(3) 理科の解答例 
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10　英語について

学年
％

1

1 対話の内容に合う絵を選択する問題 中１
2 対話を聞いて、必要な情報を聞き取る問題 中１
3 対話を聞いて、必要な情報を聞き取る問題 中２
4 対話を聞いて、概要を捉える問題 中１
5 スピーチを聞いて、概要を捉える問題 中２
6 説明を聞いて、必要な情報を聞く英文を選択する問題 中３
7 スピーチを聞いて、話の要点を捉える問題 中３
8 対話を聞いて、英語の質問に対する答えを英語で書く問題 中２

・

・

・

・

2

① 対話の流れに合う口語表現を選択する問題 中１
② 対話の流れに合う口語表現を選択する問題 中１
① 文脈と語義から空所に適切な語を補う問題 中１
② 文脈と語義から空所に適切な語を補う問題 中２
③ 文脈と語義から空所に適切な語を補う問題 中３
(1) 文脈に合わせて、文法に関する知識を適切に使って書く問題 中１
(2) 文脈に合わせて、文法に関する知識を適切に使って書く問題 中３
(3) 文脈に合わせて、文法に関する知識を適切に使って書く問題 中３

4 イラストに従って、時系列にまとまりのある英文を書く問題 中３
5 図を参考に、自分の意見を英語で書く問題 中３

・

・

・

・

・

3

Ⅰ 1 文脈に沿って、空所を補って英文を完成する問題 中２
2 文脈に沿って、英文の空所を補う適切な英文を選ぶ問題 中２
3 文脈に沿って、空所を補って英文を完成する問題 中２

Ⅱ 1① 図表にある情報を整理し、対話文の空所を補う単語を選ぶ問題 中２
 ② 図表にある情報を整理し、対話文の空所を補う単語を選ぶ問題 中２
２ 図表にある情報を整理し、文脈に沿って対話文の空所に適切な英語を書く問題 中２

Ⅲ 英文の概要を答える問題 中３

・
　
・

・

4

1 概要を読み取る問題 中２
2 英文の情報を読み取り、適切な英語を書く問題 中３
3 英文の情報を読み取り、日本語で説明する問題 中３
4 英文の情報を読み取り、適切なグラフを選ぶ問題 中３
5 要点を読み取り、日本語で説明する問題 中３

・

・

・

1

☆

92.0

84.0

☆

　大問１は、「聞くこと」に関する問題を出題した。「聞くこと」の理解力をみる小問や、対話や説明に関する英語の問いを聞き取り、英語で解答する小問、
さらに登場人物の立場となって対話の流れに沿った発言を考えて書く小問を出題した。
　「聞くこと」の理解力をみる問題（小問１、２、３）の正答率は高かったが、聞いたことに関して英語や英文で書いて解答する問題（小問７、８）は昨年度よ
り正答率は上昇したものの、依然として低い。聞くことに関する思考・判断・表現を評価する問いの正答数が少なかった。
　授業では、生徒が英語で積極的に話したり聞いたりする言語活動や英語特有の音声や綴りと発音の関係に習熟する練習を多く取り入れたい。特に、
目的や場面、状況を生徒に意識させて、文脈や使用場面に応じて、適切にコミュニケーションを図れるかどうかを確認しながら、指導したい。
　聞き取った内容に関して自らの考えや意図を適切に表現できるよう、基本的な語いや英文を身に付けさせたい。

適切な表現力をみる問題

(1) 大問・小問別正答率と教科指導上の参考（英語）

問 題 内 容 県 正 答 率
0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

放送による聞き取りテスト 64.6
99.6
67.6

47.4
☆93.2

43.2

65.6

37.7
21.3

45.6

72.4

33.7

1

2

62.2

24.8

3

27.0

☆

　大問４は、社会的な話題に関する発表原稿をとおして、使用したスライドやグラフを選ぶ問題や、本文を基に下線部の内容を読み取って英語で書く問
題、要点を日本語で書く問題などを出題した。語数は昨年度と比較して増加した。
　社会的な話題において、概要を読み取る力をみる小問１は正答率が高かった。下線部の内容を読み取り、英語で書く問題の小問2、まとまりのある文
章から必要な情報を読み取る小問３、４は正答率が低かった。説明文、意見文、対話文、物語文などの文体、日常的な話題や社会的な話題の各話題に
応じて、コミュニケーション上重要となる必要な情報や概要、要点を捉えられるよう、様々な読み方を指導したい。
　小問５は、本文の内容を踏まえ、要点を日本語で説明する問題で正答率は低かった。授業中に概要・要約を捉える活動を行いたい。

☆

49.3
23.6

52.3
68.9

（注）　学年：当該設問に含まれる事項が初出する学年の意。
（注）　 ☆  ：目安点対象の要素を含むの意。

長文総合問題 36.2
61.7

74.4

18.8
42.5

26.7
31.3
40.9
35.4

22.0
41.2
31.7
27.7

☆

　大問３は、日常的な話題について、文脈に沿って内容を理解し、英語で記述する問題や図表等から詳細を読み取って答える問題から、概要を捉える
力をみた。学習指導要領に沿って、思考力・判断力・表現力等を問う問題を出題した。
　中問Ⅰの３は正答率が低かった。解答に必要な情報を読みとり、文脈に沿って適切に表現する力を付けさせたい。また代名詞が何を指しているのか意
識した指導も行いたい。中問Ⅱは、図表と対話から必要な情報を読み取り答える問題、中問Ⅲは英文の概要を捉える問題であった。
　授業では、教科書だけでなく、初めて扱う英文や図表から、書き手の意図を理解するのに必要となる要点や情報を読み取り、英文の概要を捉える活動
を導入したい。また、教科書の内容を図表を用いて理解したり表現したりする活動も効果的である。さらに、自己表現活動等で、既習の言語材料を用い
て表現する力を伸ばしたい。

　大問２は、表現の領域に関する問題を出題した。口語表現やコミュニケーションの目的を果たすための文法事項や基本的な語句の知識・技能が身に
付いているかどうかを問うた。また、与えられた条件に基づき、適切に英語を書いて伝えることができるかどうかをみる問題を出題した。正答率は、小問１
は高かったが、小問２の②、③、小問３は低かった。
　小問２は対話の流れと英語の定義を基に適切な語を書く問題である。授業では、基本的な語句について、その意味を英語で理解させたい。綴りの誤り
で減点される場合もあるので、単語を正確に書く力も付けさせたい。
　小問３はコミュニケーションの目的を達成するための文法力をみた。言語活動で、基本的な動詞の過去形（不規則変化）や疑問文がしっかり使えるよう
表現に慣れ親しませたい。また、完了形や間接疑問等の文法知識を、使用場面を意識しながら、言語活動をとおして適切に活用させたい。
　小問４は、イラストに従って、時系列にまとまりのある英文を書く問題を出題し、基本的な語句や表現を正しく用いて、書く内容を適切に表現する力をみ
た。自分の経験や出来事を述べることは、日常生活でよくあることであり、習熟させたい事項である。授業では、話の展開を示すつなぎ言葉を含めた語
いや表現、文法等の定着を図り、出来事や経験、及びその感想等を表現する言語活動を豊富に取り入れたい。
　小問５は、登場人物の立場になって服を買うのにオンラインで買う場合と直接お店で買う場合のどちらが良いと考えるか、英語で表現する特徴的な問
題であった。図を利用して、英語で十分な表現を用いて解答しているものから、白紙や具体性のないものなど解答は多岐に渡っていた。授業では読ん
だり聞いたりした内容について自分の考えや意見を書く活動を取り入れて、正確さや流ちょうさを高めつつ、まとまりのある文章を書く力を付けさせたい。

英文の概要や要点を正確に把握する問題

☆
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(2) 英語の問題 
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(2) 英語の問題 
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(2) 英語の問題 
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(2) 英語の問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-42-



(2) 英語の問題 
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(3) 英語の解答例 
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